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に


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多

侵
入
経
路
を
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ぎ
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究
明
を
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ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
が
猛

威
を
振
る
い
、
事
業
活
動

の
停
止
や
遅
延
な
ど
、
社

会
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ラ

ン
サ
ム
ウ
エ
ア
と
は
、
感

染
す
る
と
端
末
上
の
デ
ー

タ
な
ど
が
暗
号
化
さ
れ
、

そ
の
デ
ー
タ
を
復
号
す
る

（
元
に
戻
す
）
対
価
と
し

て
金
銭
を
要
求
す
る
不
正

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
。
２

０
２
２
年
は
、
自
動
車
関

連
企
業
に
て
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
が
影
響
を
受

け
る
事
案
や
、
医
療
機
関

に
て
新
規
患
者
の
受
け
入

れ
を
停
止
す
る
事
案
な
ど

が
発
生
し
報
道
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
警

察
庁
が
９
月
に
公
表
し
た

資
料
に
よ
る
と
、

年
上

期
の
被
害
件
数
は
過
去
最

多
の
１
１
４
件
、
う
ち


件
（

％
）
が
中
小
企
業

か
ら
の
相
談
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
中
小
企
業
に
と

っ
て
も
他
人
事
で
は
な

い
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
に

関
し
て
は
本
誌
連
載
で
も

度
々
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
最
近
は
連
載
ｖ
ｏ
ｌ

・
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

で
解
説
し
た
標
的
型
サ
イ

バ
ー
攻
撃
と
同
様
の
攻
撃

手
法
を
駆
使
し
て
企
業
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
侵
入

し
、
暗
号
化
す
る
前
に
デ

ー
タ
を
窃
取
し
て
お
き
、

支
払
わ
な
け
れ
ば
デ
ー
タ

を
公
開
す
る
な
ど
と
脅
迫

す
る
タ
イ
プ
（
以
下
、
侵

入
型
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
攻

撃
）
が
多
く
確
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、

も
し
も
侵
入
型
ラ
ン
サ
ム

ウ
エ
ア
攻
撃
を
受
け
た
場

合
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す

べ
き
か
を
解
説
す
る
。

　
デ
ー
タ
が
暗
号
化
さ
れ

て
開
け
な
く
な
っ
た
り
、

金
銭
を
要
求
す
る
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
が
表
示
さ
れ
る
な

ど
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
感
染

被
害
を
確
認
し
た
場
合
、

ま
ず
は
被
害
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
、
感
染
し
た
端
末

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
切

り
離
す
。
複
数
の
端
末
で

同
時
に
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
ド
メ
イ
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
管
理
サ

ー
バ
ー
の
管
理
者
ア
カ
ウ

ン
ト
の
権
限
を
悪
用
し
て

ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
の
一
斉

配
布
・
実
行
が
行
わ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
管

理
者
ア
カ
ウ
ン
ト
の
侵
害

調
査
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変

更
な
ど
を
行
う
。

　
次
に
、
被
害
の
原
因
を

特
定
し
対
処
す
る
。
デ
ー

タ
の
復
元
な
ど
を
実
施
す

る
前
に
被
害
の
原
因
と
な

っ
た
侵
入
経
路
を
ふ
さ
が

な
い
と
、
再
度
攻
撃
を
受

け
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
原
因
を
特
定
す
る
た
め

に
は
、
端
末
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
機
器
の
ロ
グ
調
査
や

解
析
が
必
要
と
な
る
。
最

近
の
被
害
で
は
、
リ
モ
ー

ト
ア
ク
セ
ス
（
遠
隔
操
作

な
ど
）
の
出
入
り
口
を
経

由
し
た
侵
入
や
、
Ｓ
Ｓ
Ｌ

―
Ｖ
Ｐ
Ｎ
（
仮
想
専
用
回

線
）
な
ど
外
部
か
ら
接
続

可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱

（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
性
を
悪

用
し
た
侵
入
な
ど
が
多
く

報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
重

点
的
に
確
認
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
自
社
の
担
当

者
で
は
確
認
が
難
し
い
場

合
は
、
外
部
専
門
組
織
に

相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
被
害
か
ら
の
復
旧
に
当

た
っ
て
は
、
隔
離
し
た
端

末
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
戻

す
前
に
、
攻
撃
者
が
仕
掛

け
た
他
の
不
正
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
不
正
な
設
定
が
な
い

か
確
認
す
る
。
そ
の
後
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
デ
ー

タ
を
復
元
す
る
。
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
取
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
復
号
ツ
ー
ル
が

公
開
さ
れ
て
い
な
い
か
ラ

ン
サ
ム
ウ
エ
ア
の
被
害
低

減
を
目
指
す
国
際
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｎ
ｏ
　
Ｍ

ｏ
ｒ
ｅ
　
Ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ

ｍ
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

で
確
認
し
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。
攻
撃
者
に
対
し
て

身
代
金
を
支
払
う
こ
と
は

推
奨
さ
れ
な
い
。
判
断
や

対
応
に
迷
っ
た
際
は
、
外

部
専
門
組
織
や
警
察
な
ど

へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

で
は
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア

対
策
の
特
設
サ
イ
ト
を
公

開
し
て
い
る
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
参
照
）
。
平
時
の
備
え

や
有
事
の
対
応
方
法
、
外

部
参
考
サ
イ
ト
の
情
報
な

ど
を
ま
と
め
て
い
る
の
で

参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）

同ュ会で両


